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減
少
し
、
安
定
し
た
事
業
の

継
続
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
利
息
や
保

証
料
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減

し
た
制
度
を
新
た
に
設
け
た
。

　
今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 討
　
論

感
染
症
患
者
の
入
院
病
床
の

確
保
に
協
力
し
て
も
ら
え
る

医
療
機
関
に
貸
与
し
て
設
置

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
設
置
す
る
医
療
機
関
は
未

定
で
あ
る
が
、
本
装
置
を
活

用
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

病
床
を
確
保
で
き
る
医
療
機

関
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
補
正
予
算
を
計
上
す

る
目
的
は
。

答
３
月
10
日
に
国
か
ら
示
さ

れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対

応
策
（
第
２
弾
）
」
の
内
容

反　
　

対

【
日
本
共
産
党
】

　
市
の
教
育
現
場
で
は
教
員

不
足
解
消
や
学
校
の
大
規
模

改
修
が
急
務
だ
が
国
は
教
員

定
数
改
善
に
背
を
向
け
、
施

設
整
備
の
補
助
金
も
半
減
さ

を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
市

内
の
発
生
状
況
、
市
民
生
活

や
市
内
経
済
へ
の
影
響
等
を

注
視
し
て
き
た
。
そ
の
後
、

３
月
17
日
の
川
越
市
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

会
議
で
予
算
措
置
の
必
要
性

が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
今
般

の
補
正
予
算
編
成
に
至
っ
た
。

問
補
正
予
算
の
財
源
は
。

答
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

財
源
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
生
活
保
護
費
に
係

る
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
事

業
費
の
４
分
の
３
相
当
額
が

国
か
ら
令
和
２
年
度
に
交
付

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２

年
度
補
正
予
算
に
所
要
額
を

計
上
し
た
。

議
案
第
45

号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

【
日
本
共
産
党
】

同
意
第
１
号

副
市
長
の
選
任

【
無
所
属
】

問
小
規
模
企
業
者
支
援
の
事

業
内
容
は
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
経
営
の

安
定
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

小
規
模
企
業
者
の
資
金
繰
り

を
支
援
す
る
た
め
、
既
存
の

セ
ー
フ
テ
ィ
融
資
を
拡
充
す

る
も
の
で
、
信
用
保
証
料
全

問
国
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
指
導
的
地
位
に
女
性
が
占

め
る
割
合
を
30
％
程
度
に
す

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
が
、
市
の
管
理
職
は
22
・

38
％
で
あ
り
、
女
性
ゼ
ロ
の

庁
内
会
議
も
あ
る
。
選
任
す

る
に
当
た
り
、
女
性
の
活
用

を
検
討
し
た
か
伺
う
。

答
副
市
長
は
、
市
政
運
営
に

お
い
て
市
長
を
補
佐
し
、
政

策
企
画
を
つ
か
さ
ど
り
、
部

局
間
の
調
整
や
市
長
不
在
時

の
職
務
代
行
等
の
役
割
を
有

額
補
助
、
貸
し
付
け
利
率
は

２
年
間
実
質
無
利
子
と
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

の
予
算
措
置
に
よ
り
、
お
よ

そ
１
５
０
社
を
支
援
で
き
る
。

問
支
援
の
実
施
に
至
っ
た
背

景
は
。

答
川
越
商
工
会
議
所
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
や
、

す
る
。
人
選
は
、
直
面
す
る

行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
す

る
重
責
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し

い
行
政
経
験
を
有
す
る
者
を

男
女
の
区
別
な
く
検
討
し
た
。

問
検
討
さ
れ
た
が
、
女
性
の

選
任
に
な
ら
な
か
っ
た
理
由

を
伺
う
。

答
男
性
に
限
ら
ず
、
女
性
も

含
め
て
、
重
責
を
担
う
に
ふ

さ
わ
し
い
人
か
ど
う
か
を
基

準
と
し
て
検
討
し
た
。
結
果

と
し
て
、
栗
原
氏
が
適
任
で

あ
る
と
判
断
し
た
。

市
で
実
施
し
て
い
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
の
認
定

事
務
を
通
し
て
、
数
多
く
の

小
規
模
企
業
者
が
前
年
と
比

較
し
て
大
幅
に
売
り
上
げ
が

せ
て
き
た
。
こ
う
し
た
市
の

事
情
を
無
視
し
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
多
額
の
予

算
が
見
込
ま
れ
る
。
不
透
明

な
部
分
が
多
く
施
工
事
業
者

が
確
保
で
き
る
か
も
不
明
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
配
備
完
了
は
令

和
７
年
度
を
見
込
む
が
使
わ

れ
方
も
曖
昧
。
県
な
ど
の
一

括
調
達
で
は
市
内
経
済
循
環

か
ら
外
れ
る
。
十
分
な
計
画

に
基
づ
か
な
い
整
備
は
危
険
。

反　
　

対

【
日
本
共
産
党
】

　
消
費
税
増
税
の
強
行
は
市

民
生
活
を
圧
迫
し
、
台
風
被

害
と
新
型
肺
炎
の
拡
大
は
そ

の
困
難
を
一
層
深
刻
に
し
て

い
る
。
厳
し
い
財
政
の
中
市

は
、
生
活
保
護
費
や
国
保
の

法
定
外
繰
り
入
れ
の
削
減
、

障
害
者
へ
の
不
十
分
な
支
援

の
一
方
で
駅
周
辺
の
整
備
な

ど
大
規
模
事
業
を
進
め
て
い

る
。
幼
保
無
償
化
は
財
源
を

消
費
税
と
す
る
た
め
社
会
保

障
を
圧
縮
す
る
側
面
を
持
つ
。

不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
や

国
策
誘
導
の
個
人
番
号
事
業

な
ど
を
見
直
し
家
計
応
援
の

議
案
第
30

号

議
案
第
22

号

施
策
を
充
実
す
べ
き
。

賛　
　

成

【
自
由
民
主
党
】

　
昨
年
の
水
害
に
対
し
被
災

市
民
の
救
済
や
水
害
防
止
の

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

会
派
要
望
を
踏
ま
え
災
害
に

強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
、
子
育
て
支
援
や
教
育

環
境
の
充
実
を
図
り
、
同
時

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

事
業
な
ど
積
極
的
な
予
算
編

成
を
評
価
す
る
。
市
長
は
保

育
施
設
の
定
員
を
既
に
約
３

千
人
拡
大
し
、
令
和
２
年
度

に
さ
ら
に
１
３
０
人
増
や
す
。

子
育
て
安
心
施
設
建
設
や
川

越
駅
周
辺
の
基
盤
整
備
も
評

価
す
る
。
市
長
と
職
員
が
一

丸
と
な
り
、
重
要
施
策
の
着

実
な
執
行
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い
懸
念

さ
れ
る
市
内
経
済
へ
の
影
響

に
早
急
に
対
応
し
、
さ
ら
な

る
本
市
の
経
済
活
性
化
を
期

待
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛　
　

成

【
公
明
党
】

　
今
議
会
で
示
さ
れ
た
川
越

市
の
令
和
２
年
度
の
一
般
会

計
の
総
額
は
、
１
１
５
８
億

 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）


